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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 市⺠プラザに「腕⽤（わんよう）ポンプ」が登場！！

市⺠プラザに「腕⽤ポンプ」が登場！！

市⺠プラザに⾏くと、⾚い⾞が展⽰されていました。近づいてみると、現代の

ものではない、懐かしい感じが漂う⾞でした。そう、これは「腕⽤（わんよう）

ポンプ」と⾔って、⼤正１１年、当時の神⼭村消防組【現在の第⼀分団

で、旧神⼭村（上の原・神宝町・⾦⼭町地区の旧名称）に配備されたも

ので、その当時は、⽕災が起きた際、第⼀線にで活躍していたとのことでし

た。

この腕⽤ポンプは、昭和３５年に起きた⽕災現場で最後に使⽤されたあ

と、翌年１２⽉には可搬式動⼒ポンプが配備されたことにより、第⼀線より

退き、第⼀分団（旧神⼭村）詰所に保存されていました。

このポンプは、当時としては最新鋭のポンプで、価格は当時の300円（現在

の概ね230万円相当）とのこと。⽂化財としても価値が⾼いと説明にも記さ

れています。

東久留⽶に、このような貴重な「宝物」があったのだ、と改めて嬉しく感じまし

た。

今回、同分団の建て替えがあり、この機会に市⺠の皆様に当時の歴史を知

っていただけたらと展⽰をしたとのことです。

皆様も、この機会にぜひ⾜を運び、昔の⽅が消⽕活動に使ったこの「腕⽤ポ

ンプ」をご覧になられてはいかがでしょうか。

【腕⽤ポンプの由来】

明治８年（１８７５）フランスから

９台購⼊し、東京の消防に配備した

のが始まりだったとのこと。

このポンプには、⼤正１１年に新調

した旨が記載されています。

製造は、武州川越江⼾警察前、瀧

上ポンプ製作所、と記録されていると

のことです。

これは、ポンプの後ろから写真を写し

たものです。

タイヤの後ろにある３本が、⽔を給⽔

するホース、⾞の上のタンクにあるハン

ドルを上下すると⽔がくみ上げられる

のでしょうか。

持ち運び式井⼾を連想しますね。

また、⼦どもの頃、社会の教科書で

昔の消防団の⽕消しの様⼦が描か

れた挿絵を思い出しました。

４９年間、保存されていたポンプさ

ん、久しぶりに明るい場所に出てき

て、まちの様⼦の変貌にさぞかし驚か

れたことでしょうね。

今も昔も、どんなに気をつけていても

⽕災がなくなることはありませんが、⽕

災が起きた時に⼀⽣懸命働く⾞や⼈

は、歴史ごとに姿を変えながらも昔か

らの使命は⽣き続けています。

市⺠の皆さんは、この「腕⽤ポンプ」を

ご覧になって、どのようなことを感じられ

るでしょうか。
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